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□組織の概要

会社名 セイコープレシジョン 株式会社

代表者名 代表取締役 亀岡 裕明

所在地 〒276-0046
千葉県八千代市大和田新田490-7

環境管理責任者 大塔裕司

連絡先 TEL：047-458-3751 FAX：047-458-3754

e-mail : y.daito@seiko-precision1.com

事業内容 ベアリング及び

エレベーター・エスカレーター部品の販売

事業規模 従業員 6名 床面積 355㎡
認証登録の対象組織・活動

セイコープレシジョン株式会社 本社

ベアリング及びエレベーター・エスカレーター部品の販売
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1.軸受及び精機商品の販売

巻上機 および シーブ用 ベアリング
ロッドエンド
特注球面ブッシング
ベアリングナット
ベアリングワッシャー
止め輪
他

2.樹脂及び工業ゴムのユニット製品の販売

防振ゴム
防振ユニット
エレベーター用ウエイトクローザー
エレベーター用ハンガーローラー
エレーベーター コンペチェーン用ガイドローラーASSY
エスカレーター用ハントレールガイド
エレベーター用PVT用プーリーASSY
他

3.機械部品及び加工部品の販売

エスカレーター用速度以上検出装置
エレーベーター用インターロック解除装置
エレーベーター用アンロッキングデバイス
キー ピン シャフト ボルト
ウエイトガイドブラケット プレート
他

4.伝導製品及びユニット製品の販売

ドアオペレーター用ベルト
ドアオペレーター用プーリー
エスカレーター用プレッシャーベルト
チェイン
他

5.産業用機器・部品の販売

ブッシング（砲金）
スプリング類
グリスニップル
他

□事業内容
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表

〇代表取締役 （亀岡 裕明）
環境経営に関する統括責任がある。
環境システムの実施に必要な人・設備・資源・時間を準備する。
環境経営方針の策定・見直しを行う。
環境経営目標・環境経営計画書を承認する。
環境経営レポートを承認する。

〇環境管理責任者 （大塔裕司 サポート 石橋隆一郎）
環境経営システムの構築・実施・管理を行う。
環境管理法規等の取りまとめ表を承認する。
環境経営目標・環境経営計画書を確認する。
環境活動の取組結果を代表者に報告する。
環境経営レポートの内容及び進捗を確認する。
環境関連の外部コミュニケーションの窓口業務を行う。
社員に環境経営方針を周知し、教育訓練の計画・実施を行い、かつ記録を残す。
必要に応じ、社員に対し手順書を作成し実施を指導する。

〇環境管理委員会 （全社員）
環境経営計画の審議、環境活動実績の確認を行う。
環境管理責任者をサポートする。
環境負荷の自己チェック及び環境への取組みについて自己チェックを実施する。
環境経営目標・環境経営計画書の原案を作成する。
環境活動の実績を集計する。
環境管理法規等の取りまとめ表の作成及び最新版管理を行う。
環境レポートの作成・公開（事務所に備え付けと地方事務局への送付）
エコアクション21事務局 （大塔裕司）
環境関連の外部コミュニケーションの窓口を行う。

〇製品管理課 及び 営業・総務・経理課
全社員は環境方針を理解し、環境への取組みの重要性を自覚し、決定事項を守り、
自主的・積極的に環境活動に参加する。

代表取締役

環境管理責任者

環境管理委員会

エコアクション21 事務局

製品管理課 営業・総務・経理課
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□環境経営方針

環境経営方針

＜環境経営理念＞

企業が社会の一員であることを前提に、事業の活動・製品及びサービスが
広く地球規模での環境影響に関わりを持つことを全社員が認識し、
持続的な発展が可能な社会の実現に貢献すべく、会社の環境経営目標を定め、
次世代以降も視野に入れた環境保全管理に努める。

＜環境経営への行動方針＞

1. 従来の固有技術を踏まえ、環境保全に配慮した製品を顧客に提案し、
環境負荷の低減に努めます。
また、上記と並行して「環境管理」調査を実施する。

2. 地球温暖化防止を図るため省エネルギーを推進し、二酸化炭素の削減に

努めます。

3. 循環型社会に対応して資源の再利用及び再生資源化及び

廃棄物の削減に努めます。

4. 水の使用量削減に努めます。

5. 事業活動に 関連する法規制、地方自治体条例、地域協定等を遵守します。

6. 良き企業市民として、全社員が生物多様性並びに地球環境保全の重要性を

認識し、地球環境への意識高揚を図るとともに環境マネジメントの

継続的改善に努めます。

2022年 1月 5日

セイコープレシジョン 株式会社

代表取締役 社⾧ 亀岡 裕明
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□環境経営目標及び環境経営計画

2022年1月5日
環境管理責任者 大塔

（1）省エネ（電気、燃料）を推進し、二酸化炭素排出量を削減
（2）水の使用量につき、現状の数値を維持
（3）一般廃棄物排出量を削減
（4） 環境保全に配慮した製品を顧客に提供するため「環境調査」を実施

◎ 環境経営目標 ：環境負荷への低減 及び 環境活動の実施と 社員への啓蒙

◎ 環境経営計画： 進捗を 四半期ごとに開催される 社内会議において検証

担当・日程環境経営計画環境経営目標

責任者：大塔

負荷の低減活動、
環境活動の実施、
環境関連法規等の遵守
状況等を4半期ごとに開
催される社内会議で検
証

①電力、燃料の削減活動
②休憩時間帯、及び不使用部署

（エリア）での電気消灯の徹底
③エアコンの適正温度設定の徹底

二酸化炭素排出量の削減

①節水の注意シールの社内掲示に
よる啓発

②節水の徹底

水使用量の削減

①分別ごみの表示と分別実施
②納入された段ボール箱を

再利用して出荷
③古新聞を、梱包物内の緩衝材として再利用
④エアパッキン等の梱包作業における

緩衝材の再利用

廃棄物排出量の削減

①環境保全に配慮した製品を顧客に
提供するため「環境調査」実施

②年間教育・訓練計画を策定し、
社員への啓発を図る

③地震・火災の避難・連絡体制の
社内掲示

環境保全への配慮
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環境経営目標と今年度以降の取組内容

2025年度
目標値

2024年度
目標値

2023年度
目標値

2022年度 
実績値

2021年度
実績値

環境経営目標 

4,1504,150 4,1504,159  4,292.08二酸化炭素総排出量
（㎏-CO2)の削減

 1.

4,1504,150 4,1504,159  3,796.20電力使用量の削減
（㎏-CO2)

 1.1.

対象外対象外対象外0  495.88ガソリン・軽油使用量
の削減 （㎏-CO2)

 1.2.

650
3%削減

650
3%削減

650
3%削減

670626一般廃棄物 
排出量の削減 (kg)

 2

※ 水使用量は、手洗、トイレに使用するだけで毎月少量であり環境経営目標を策定しない。
※ 化学物質は使用していないため、環境経営目標を策定しない。
※ 環境保全への配慮については、製品における環境調査を継続的に実施する。
※ 2023年度以降の目標値は、2022年度実績値を基準として策定した。

※電力の二酸化炭素排出係数は、2021年8月5日に公表された
2020年度実績 東京電力エナジーパートナー（株）の調整後排出係数0.434 kg-CO2／kWhを使用

1.1. 電力使用量 ：電力使用は、照明及びエアコンだけであり、昼休み及び事務所不在時の消灯は
実施しており、またエアコンも適正温度設定での運転を実施している。
環境カウンセラー千葉県協議会実施の「省エネ診断」でアドバイザーから
電気使用量、水道使用量について「適切でこれ以上削減は望めない」レベルと
言われた。これ以上削減手段が見当たらない状況で削減活動は継続し、
削減努力は今後も実施するが、2022年度と同程度の環境経営目標値を策定した。

1.2. 軽油 及び
ガソリン使用量 ：配送代行から自社による納入の打診があったが、無期延期となった。

2022年度の給油が発生しなかったため、次年度以降は経過観測するも
目標管理対象から除外する。

2. 一般廃棄物 ：八千代市の条例に従って処理を継続。
2022年度は、目標設定段階で、ダンボールを含めた廃棄量の想定となったが、

他の一般廃棄ゴミと別途処理となったため、次年度以降は含まない数値設定となる。

※ 水資源使用量 ：毎月少量であり、削減の為の節水活動はするが、環境目標から除外している。

●産業廃棄物処理 （2022年度 2回 発生）

・2022年 8月 8日（総重量 620ｋg 処理費用 23,000円)
・金属部材 廃プラ 木くず 等

・2022年12月23日（総重量 320kg  処理費用 11,440円）
・金属部材 廃プラ 木くず 等

作成承認

石橋亀岡

2023年 1月31日
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2022年度 （2022年 1月～2022年 12月）
環境経営目標取組結果の評価

未達成場合の是
正措置・予防措
置及び次年度の
取組内容

達成の要因
/未達成の原因

評
価

結果確認2022年
1月～12月

目標

推進項目No

現状維持を継続
する。

達成の要因は
燃料給油が発生しな
かったことに起因

〇4,159
※前年比 3.1% 減
目標値比 83.2%

5,000二酸化炭素総排出量
（㎏-CO2)

1

今後も継続的に
節電に努める。

ほぼ、平年並みに推
移した。

〇4,159
※前年比 9.6% 増
目標値比 104%

4,000電力使用量の節約
（㎏-CO2)

1.1

運送代行が継続
すれば、利用が
ほぼ無いため、
次年度から計測
対象外とする。

自社便による使用が
発生しなかった。
運送代行サービスが
継続した。

〇0.0
※給油発生なし

1,000燃料の削減
（ガソリン・軽油）
（㎏-CO2)

1.2

次年度より、ダ
ンボール処理の
区分を含まない
ため、数値は減
少となる。

回収業者の回収方式
が変更となった。
実績値には、期中か
ら実施したダンボー
ル回収分が含まれる。
この分を除外すれば
目標は達成となった。

〇670 kg
※達成

前年比 7％ 増
目標値比 67％

1,000kg一般廃棄物排出量の
削減

2

作成承認

石橋亀岡

報告手順：環境管理責任者が評価・原因究明・是正・対応策記入➡代表者が確認及び承認

評価の基準推進項目No

目標値に対し 5％以上の場合は、×二酸化炭素総排出量1

目標値に対し10％以上の場合は、×電力使用量の節約1.1

目標値に対し 5％以上の場合は、×燃料の削減（ガソリン・軽油）1.2

目標値に対し 5％以上の場合は、×一般廃棄物排出量の削減2

※ 評価の基準 （基準を上回った場合は 結果を評価。ただし 2・3は現状維持を前提とする。）

2023年1月31日

評価 ○：予定通りできた △：実施したが一部未実施 ×：実施していない
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2022年度 （2022年 1月～2022年 12月）

環境経営計画取組結果の評価

〇環境経営計画の取組結果の評価と次年度の計画

評価 ○：予定通りできた △：実施したが一部未実施 ×：実施していない

次年度の取組計画評価推進項目No

継続〇①電力・燃料の削減活動二酸化炭素排出量の削減

継続〇②休憩時間帯及び不使用部署（エリア）での電気消灯の徹底

継続〇③エアコンの適正温度の設定の徹底

継続

継続

〇

〇

①節水の注視ポスターの社内掲示による啓発

②節水の徹底

水使用量の削減

継続〇①分別ごみの表示と分別実施廃棄物排出量の削減

継続〇②納入された段ボール箱を再利用して出荷

継続〇③古新聞を、梱包物内の緩衝材として再利用

継続〇④エアパッキン等梱包における緩衝材の再利用

継続〇環境保全に配慮した製品を顧客に提供するため
「環境調査」を実施

環境保全への配慮

継続〇年間教育・訓練計画を策定し、社員への啓発を図る

継続〇地震・火災の避難・連絡体制の 社内掲示

10
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〇環境関連法規の違反
・当社に適用される環境関連法規等については、2022年の四半期ごとに、確認資料を作成し、

遵守状況の点検を実施した結果問題がないことを確認した。
 
〇訴訟等

・当社の環境管理に対する利害関係者からの訴訟または関連当局からの
指摘及びクレーム等は、過去3年間含め、以前から一度もありません。

評価結果法規制等要求事項環境関連法規 等名称

①②
産業廃棄物処理は適
切に実施している。
③再資源化による
廃棄物の廃棄量削減
を実施している。
④⑤⑥ 
契約書を締結し、発
生した産業廃棄物処
分につき、明細を受
取り、保管している。
⑦保管場所を1階
トイレ脇に設置し、
会社レイアウト図に
より告知している。

①事業活動に伴って生じた
廃棄物は、自らの責任で
処理

②産業廃棄物の適正処理業務
③排出量の抑制
④収集運搬、処分事業者との

二者間委託契約
⑤委託業者の許可書写添付

許可内容の定期的確認
（有効期限5年）
⑥産業廃棄物管理票
（マニフェスト）の交付
⑦産業廃棄物の保管場所の

表示

廃棄物処理法
（産業廃棄物排出

事業者としての
遵守事項）

一般廃棄物の分別収
集、排出 区営収集車
に依頼している。

八千代市が行う事業・
一般廃棄物の収集及び運搬行政
に協力しなければならない。
（適正分別等）

廃掃法
一般廃棄物の処理

・環境にやさしい
原材料を利用する。

・エコ商品選択購入
している。

事業者及び国民は、できる限り
環境物品等を選択するよう努め
るものとする。

国等による環境物品等
の調達推進等に
関する法律
（グリーン購入）

▢環境関連法の遵守状況の確認及び評価結果並びに違反、訴訟の有無 （1）

2022年 3月1日
石橋
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評価結果法規制等要求事項環境関連法規 等名称

自主点検をチェック表に
より、３ヵ月に１度実施
し、点検記録作成

エアコンの自主点検

※点検の記録は廃棄後
3年間保管する必要がある

フロン排出抑制法

事務所の1階、2階に設置
指定点検の実施

消火器の配置消防法

▢環境関連法の遵守状況の確認及び評価結果並びに違反、訴訟の有無 （2）

12

・浄化槽法は、浄化槽は使用しているが事務所貸主が管理しているため記載していない。
・消火器具は年二回「船橋防災株式会社」による点検検査を受けている。

（2022年は3月・９月実施済）



□代表者による全体の評価と見直し・指示

主要客先への納品代行便が継続することになり、結果的に燃料費が発生することがなかった1年間でした。
（来年以降は目標管理対象から除外）ただ、一年を通して仕事量が多く、残業が増えたことで電力使用量の
二酸化炭素排出量は昨年比で微増になりました。

会社規模が小さく、元々の二酸化炭素総排出量が少ないこともあり、ひとつひとつの活動が数値削減の結果に
大きく反映されず、活動の方向性が正しいのか迷いがありましたが、中小企業者向け第一回省エネ診断会では
当社が出来ることを出来る範囲で実践していけば良いことに気づくことができ、当社の活動の方向性が間違っ
ていないことを再確認できる良い機会になりました。

環境に配慮した⾧寿命であり、かつ土に返るグリースを使用した製品への切替え提案は本年度で2年目になり
ましたが、対象の製品については次年度以降も切り替えを継続したいと思います。

（2）見直しの結果

①二酸化炭素排出量
残業が増えたことで電力使用量の二酸化炭素排出量は昨年比で微増になりましたが
ガソリン、軽油燃料費が発生することが無かったため前年比で減少となりました。

②電力使用量
新型コロナ対応による換気の為、出入口ドア等を開放した状態での、冷房・暖房の使用となりましたが、残
業が増えたことで昨年比微増になりました

③ガソリン・軽油燃料
主要客先への納品代行便が継続することになり、結果的に燃料費が発生することがなかった1年間でした。
（来年以降は目標管理対象から除外）

④一般廃棄物排出量
処理方法及び業者の変更がありましたが、目標通り、前年度並みの水準でした。
あまったダンボールについて、計上方法を本年度までの一般廃棄物からリサイクルに
変更することで一般廃棄物排出量の減少を見込んでいます。

⑤産業廃棄ゴミ
作業中に発生した金属部材・プラスティック・塩ビ等を、産業廃棄ゴミとして処分しました。

⑥水資源使用量
新型コロナ対応の観点から「手洗い」を励行したため若干の増加でしたが、
ほぼ、平年並みの状況でした。生活用水としての使用のみとなるので、現状の水準を維持したいです。

⑦環境関連法規等の遵守
環境法令法規等において、自社の活動に関係する項目を社内会議において社員が情報を共有し、意識を高め
ることができました。

⑧外部からの環境に関する苦情や要望は発生しておりません。
⑨作業手順書を拡充する活動を通して製品不良、誤品出荷により発生する無駄な資源を減らすことに取組みま
した。来年度も引き続き活動を継続してまいります。

環境経営方針を継続し、かつ記載した内容以外でも省エネルギーに繋がる活動の可能性を
考慮してまいります。次年度でも、環境配慮型の製品への切替え提案を継続的に実施します。

（3）今後の方針

（1）全体評価

2023年１月31日
代表取締役 亀岡裕明


